
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2019年7月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

先週の米国国債市場は、先週末比で金利が低下しました（債券価格は上昇）。
目新しい材料はなく、米国雇用統計をきっかけとした金利上昇をおおむね戻す展開と
なりました。27日のジャクソンホールで、FRB（米連邦準備制度理事会）パウエル議
長から現行の緩和的な金融政策の長期化を示唆する発言が期待されていることもあ
り、買い戻しが優勢となりました。
ドイツ国債市場もおおむね米国と連動する推移となりました。

投資環境見通し（2020年8月）
長期金利は、米国、ドイツともに方向感に欠ける展開、欧州周辺国では上昇圧力が抑えられる
米国：長期金利は、財政拡張による国債増発、投資家のリスク回避姿勢の後退から、中期的には上昇方向
とみています。ただし、足元では新型コロナウイルスの感染再拡大に対する懸念に加え、追加失業給付の
縮小が予想されており消費の停滞・息切れに対する警戒感が残ることから、短期的には金利低下圧力が高
まることも考えられます。当面は強弱材料交錯から方向感に欠ける展開を予想しています。
欧州（ドイツ）：ドイツ長期金利は米国と同様に方向感に欠けるとみられますが、周辺国についてはECB
が量的緩和政策を続ける中、EUによる復興基金創設に関して合意されたことから、長期金利は短期的に上
昇圧力が抑えられスプレッドは縮小に向かうと予想されます。

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
8月21日

0.63 ▲0.07 0.03 ▲0.84

情報提供資料外国債券見通し 2020年8月24日

マーケットの動き（2020年8月17日～8月21日） 主要国国債利回りの推移
（期間：2019年7月31日～2020年8月21日）

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

FTSE世界国債指数の推移
（期間：2019年7月31日～2020年8月21日）

▲0.95

1.68% 7.33%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202008_outlook.pdf
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FTSE世界国債インデックス
除く日本、円ベース(騰落率） 496.09 ▲0.20% 0.51%
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